
高等学校の新科目「公共」における市民力育成 

 

１ 校種・教科・科目（分野） 高等学校・公民科・公共 

 

２ 単元名 自由・権利と責任・義務 

 

３ 学習指導要領上の位置付け Ａ（３）公共的な空間における基本的原理 

 

４ カリキュラムマップとの関連性 市民の権利と責任 

 

５ 単元目標 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

◎自由・権利と責任・義

務が表裏一体の関係にあ

ることを具体的事例とと

もに理解する。 

 

◎与えられた題材をしっ

かりと読み解く。 

◎題材の「自由にともな

う責任とは」というテー

マに対し、倫理的な側面

から自己および他者との

在り方について考察す

る。 

 

◎題材のテーマに対し、

自分の考えを的確にまと

め、表現できる。 

◎現代社会で問題となっ

ている「忘れられる権

利」について、どのよう

に捉えればよいか考え

る。 

 

◎他者の考えにも耳を傾

け、自分の考えをさらに

深めようという姿勢が見

える。 

 

６ 単元の特色（教材観） 

使用教科書（実教 704）には 54 の小単元がそれぞれ見開き２ページという形で

構成されており、２単位配当の本校においては１単元を１時間（50 分）で終わらせ

ることが基本となる。ただし、「公共」の教科書は旧来の「現代社会」に比べ、知

識・技能の面ではほぼ変わらないが、思考・判断・表現の面では思考実験などを含

め、多くのテーマ（35 テーマ）が設定されているため、このような単元は授業時間

を増やして対応する。本単元（該当教科書の 37 ページ）も「自由にともなう責任

とは」と題して、Ａ君がクラスメイトＢさんの隠していた天才子役という過去の経

歴や名声を知って、良かれと思い学級新聞でクラスに広めてしまうエピソードを紹

介している。そのうえで、「あなたはこの事例をどのように調整すべきだと考えま

すか。表現の自由の保障やプライバシーの権利の意義を確認したうえで、自分の意

見をまとめてみよう」と結んでいる。この題材は、別単元の「新しい人権」にも関

連する今日的なテーマ、生徒達にしても身近なテーマであると考え、本単元を２時

間で消化する計画を立てた。 

 

 

 

   

 



７ 単元計画 

授業時数 指導項目 生徒の活動 

１時限目 ◎自由・権利と責任・義務の関

係性について説明する。 

 

◎三大義務や新しい権利につい

て復習し、それぞれの関係性に

ついて着目させる。 

 

 

◎教科書掲載の「自由にともな

う責任とは」というテーマの扱

い方について説明し、作文用紙

を配付する。 

◎日常生活の具体的事例からそ

れぞれの関係性を考える。 

 

◎三大義務や新しい権利につい

て、義務を果たすことが権利の

保障につながること、権利の衝

突や公共の福祉との関連性など

を理解する。 

 

◎週末課題として、配付された

作文用紙に 400 字以内で自分の

考えをまとめる。 

２時限目 

（本時） 

◎回収した課題の匿名性を保持

して、無作為に再配付。本時の

ワークシート２枚も配付し、記

入方法を説明する。 

 

◎再配付した他者の課題を一定

時間ごとに５人分を回し読みし

て、コメントや評価をワークシ

ート【Ａ】に記入させる。 

 

◎読み終えた感想と読後の変化

について、ワークシート【Ｂ】

に記入させる。 

 

◎「忘れられる権利」につい

て、現実の問題として新聞記事

を読ませ、説明を加えて理解さ

せる。 

◎本時の進め方について理解す

る。 

 

 

 

◎他者の課題を回し読みして、

コメントや評価（４段階）をワ

ークシート【Ａ】に記入する。 

 

 

◎読み終えた感想と読後の自ら

の変化について、ワークシート

【Ｂ】に記入する。 

 

◎「忘れられる権利」を今日の

倫理的課題として理解し、自分

なりの捉え方を考える。 

 

８ カリキュラム・マネジメント 

  本単元は、同じ公民科の「政治・経済」Ａ（１）現代日本の政治・経済における

「権利と義務との関係」の足掛かりとして位置付けられる。また、情報科の「情報

Ⅰ」（１）「情報社会の問題解決」などを通じて専門的な学びを得られる。 

 

９ 本時の授業展開 

  前項７で紹介した本時に該当する授業の詳細を示したい。 

 

  ① 授業前に前時の課題として提出させた作文用紙をコピーし、氏名の部分を切

り取ったうえで、無作為に整理番号を書いておく＜資料１参照＞。 

  

  ② 授業に際し、ワークシート【Ａ】＜資料２参照＞・【Ｂ】＜資料３参照＞の 



２枚と他者の作文用紙を１枚配付する。そのうえで、５分を目安に他者の作文

を読んでコメントと評価（４段階）をシート【Ａ】に記入するとともにシート

【Ｂ】にも記録しておくこと、それが終わったら一斉に座席の規則性をもって

次の人に作文用紙とシート【Ａ】を渡していくこと、その作業を４回くり返す

ことを伝える (万一、自分で書いた作文用紙が渡された場合は席の離れた人

の用紙と交換する)。【5 分】 

  

  ③ ②で伝えた作業を４回くり返す。【20 分】 

 

  ④ シート【Ｂ】に４人の作文を読み終えた感想を記入させたうえで、評価の高

かった作文（評価Ａの個数）を挙手させて調べ、その作文を読み上げる。作文

用紙とシートＡ・Ｂは回収する。【10 分】 

 

  ⑤ 「忘れられる権利」について扱った新聞記事（*）を配り、今回の作文テー

マ「自由にともなう責任とは」と関連付けて説明する。その後、私から問題提

起をしたり、生徒達が自由に発言したりする時間を設けた。【15 分】 

 

私からは、「事件・事故関連の報道において、当事者が自らＳＮＳで発信し

ている情報は仕方ないにしても、当事者以外から集めた過去の卒業アルバムや

記念文集などの情報（当事者の掲載物）をみだりに公開することは如何なもの

か」という問題提起を行った。生徒達からは問題提起に対する共感や、「友人

と撮影した写真であれ、偶然写り込んでしまった写真であれ、無許可に掲載さ

れたり使用されたりすることは嫌だ」との意見や、「いったん公開されてしま

った個人情報は後から削除しても無意味だ」などの意見が出た。どちらにして

も、知る権利や表現の自由とプライバシーの権利とは衝突するケースが多いた

め、情報の扱い方には十分な配慮が必要という形で授業を終えた。 

 

* この新聞記事＜2022（令和４）年６月 25 日 北國新聞朝刊＞は、最高裁

がツイッターで閲覧できる逮捕歴の削除を命じたもので、「『忘れられる権利』

議論に一石」と報じられている。なお、この新聞記事とは別に、授業実施日

の直前に報じられた「女子相撲日本一決定戦に『性被害を訴えた〇〇さん出

場』」という記事＜2023（令和５）年１月３日 北國新聞朝刊＞をスライド

で映し、「性被害を訴えた」という表現は必要だろうか(この表現がなければ

掲載価値はなくなってしまうのだろう)というコメントを添えた。 

 

10 生徒の学習成果とその評価 

  生徒の作文は概ねのところ、「Ａ君は学級新聞で紹介する前にＢさんの許可を得

るべきだった。許可が得られなければ、表現の自由よりもプライバシーの権利が優

先されるべきだ」という文脈だった。個人的にも妥当な判断であると思うし、おそ

らくこの題材は二者択一の結論よりも論点整理とその上での思考を求めているのだ



ろうと感じた。授業の中では優秀作品（資料１）を紹介したが、僅か４人の評価に

過ぎず、私の意図するところは結果よりも他者の意見にふれて判断するという過程

にあった。それでも優秀作品は、目先の事象から視野を広げて意見を述べたことが 

 Ａ評価３人という高評価につながったのだと思う。 

 

資料２として示したシートは、優秀作品についてのコメントと評価が記されたも

のとなっている。やはり、別の例をあげて説明したところが高評価につながったと

わかる。限られた時間とはいえ、他者の作文を読んでコメント・評価を添えるとい

う作業は生徒達に新鮮だったようで、評価はＡの乱発を防ぐためか思いのほか厳し

かったが、コメントはきちんと書けていたように思う。中には誤字などの添削を作

文用紙やシートに付してあるものもあった。結果的に、４人分という人数も生徒達

の集中力からすれば適当だったようである。後日改めて、このシートと作文を該当

生徒に返却することで、生徒は他者からのコメントや評価を通して自分の作文を見

直すことができた。 

 

資料３として示したシートは、作文を読み終わった後に書かせたものである。代

表的なものを例示したが、他者の作文を読むことで「なるほどなと思いました」、

「～だと分かりました」という効果があったことがわかる。最後に記されている

「権利や自由の範囲を定めるのではなく、グレーゾーンの部分を思いやりというも

のでうめられたら、今回のような事は起きなかったのかなと思いました」という表

現は秀逸であると評価した。 

 

資料４は、授業後の感想を課題（宿題）として書かせたものである。上段の作文

はよくまとめられていると思うものだが、下段の作文は特徴的なものとして紹介し

た。生徒達は概して、授業の流れや方向性、私の授業でいえば紹介した新聞記事で

描かれる問題意識などを肯定的に捉えがちだが、下段の作文は新聞記事が報じる流

れや方向性に対して批判的な主張を強く述べている。他の生徒達の作文と比較して

も、かなり特異な主張であった。もちろん文意は明確に伝わってくるし、多様な価

値観や考え方を尊重するという立場からも個人的に高く評価したが、このような文

章をこの後どのように扱えばよいのかということは課題として残った。 

 

11 「18 歳市民力」育成に向けての提案 

  成年年齢の 18 歳引き下げがスタートした 2022(令和４)年４月から、小・中学校

に倣って高校の教育現場にも観点別評価が導入された。高校における観点とは、

「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３つであ

る。 

 

  同じ 2022(令和４)年４月から高校の学習指導要領も改訂・施行されたが、公民

科においては新科目「公共」が「現代社会」に変わって配当された。「公共」は必

履修科目であり、公民科の基礎科目として、１年に配当されている学校が多いと思



う。前項６の教材観でも述べたが、新科目「公共」の教科書は「思考・判断・表現」

の観点につながる記述が格段と多くなった。これは、今回作成された「資質・能力

マップ」の記述にも通じていると思う。 

 

  18 歳成年にともない、「契約」についてきちんと教えることが高校の公民科や家

庭科に求められるようになった。「18 歳になったら、自分で携帯電話の契約やクレ

ジットカードの作成ができる」などは、よく言われるところである。これを「思

考・判断・表現」の観点に当てはめれば、「自分で契約内容を読み解き、自分で考

え、自分で判断したうえで、契約の可否を伝える」ということになるだろう。 

 

  これからの公民科の授業に求められるのは、生徒達に身の周りの公共空間や広く

社会で起こっていることを認識させ、様々な価値観にふれながら自分なりの見方や

考え方を深めさせていくことだと考える。私はＮＩＥ（教育に新聞を）の観点から、 

 今回を含めて授業に新聞記事を活用している。広く社会で起こっていることを認識

させたり、様々な価値観にふれさせたりすることには、マスメディアの役割が欠か

せない。報告の中でもふれたように、マスメディアから発信される情報の内容や取

り扱いについて、生徒だけでなく教員も正しく見極めていくこと(メディア・リテ

ラシー)が求められる。 

 

  今回の実践報告は、コロナ禍で勤務校においてはグループ学習が認められていな

い状況、またタブレットや電子黒板のような機器が備わっていない状況の中で実施

した、手法的には手間のかかる稚拙な方法であったと認識している。私自身が、よ

り効率的に主体的・対話的で深い学びを実現するための精進を重ねていきたい。資

料３で「権利や自由が衝突するグレーゾーンを思いやりでうめられたら」という生

徒の記述を紹介したが、私なりに補足すれば、対話を通じた合意形成が身に付くよ

うな授業実践をしていくことが「18 歳市民力」育成に向けての提案ということに

なる。今回の授業実践は、まだその入口を示したに過ぎないと反省している。 

 

  最後になったが、この実践報告を研究部会で行った際に、他の先生からご教示い

ただいた宮下紘先生のプライバシーや個人情報に関する研究が、個人的に大変参考

になったことを添えておきたい。授業で紹介した新聞記事はＥＵの動向を取り上げ

たうえで「今回の判決は世界的潮流に沿った判断」と報じているが、宮下先生はＥ

Ｕと異なるアメリカの見方や考え方も示されているため、自分の知見を広げ、深め

ることができた。加えてこのことからも、授業で扱う情報の集め方や取り上げ方が

大切であることを再認識できた。 

 

  * 授業の趣旨にも合致するが、この授業が実践報告として Web 掲載されることは

作文やシートの扱いも含め、生徒達には説明済みである。 

 

中村裕行（遊学館高等学校） 
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